
（別紙３）

～ 2025年　9月　27日

（対象者数） 31名 （回答者数） 11名

～ 2025年　9月　27日

（対象者数） 6名 （回答者数） 6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
保護者様にもヒアリングを行い、改善点を懸案事項として管

理していく。

2

同じ教材でも出し方や取り組み方を工夫することで、より一

層、利用者の興味・関心を広げることが出来るようにしてい

く。

3
今後も、保護者様にとって素敵な時間を一緒に作っていける

ように、企画をしていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 参加を検討していく。

2 希望者が参加できるような訓練を今後企画していく。

3

利用定員が指導訓練室などスペースとの関係で適切である。 療育時間を集中して過ごせるように環境を整えている。

活動プログラムが固定化しないように工夫している。 飽きのこない2000種類以上の教材を用意している。

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催などにより保護者

同士の連携が支援されている。

毎月のペアレントトレーニングや、年に2回の保護者交流会を

開催している。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

協議会や地域の子ども・子育て会議等へ積極的な参加。 積極的な参加が出来ていない。

非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、その他必要な訓

練は行われているが、参加できる利用者が限られている。

避難訓練は月一回の開催のため、利用日の関係で全員参加の訓

練を行うことが難しい。

2025年　9月　10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　9月　30日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 コペルプラス堺東教室(児童発達支援)

○保護者評価実施期間
2025年　9月　10日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


